
 

【レポート】  

 現代の社会は、夫婦共働きや、少数家族の増加などから「地域で子ども若者を育てる」という事がどんどん難しく

なっている。更に、2020年に流行した新型コロナウイルス感染症の猛威により、学校行事や祭事などが相次ぎ中止に

なり、他者と交流できる機会は益々減少してしまった。そんな中、当協会で実施している「地域通貨」の事業を通し

た、若者が他者として地域と出会い、交流を深める取り組みの必要性について提言したい。 

 

若者と地域住民とのつながりを、「地域通貨」でつくる 
 
 

京都府本部／公益財団法人京都市ユースサービス協会職員組合 清水 方人  

 

 





◆本日の内容◆
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①（公財）京都市ユースサービス協会について
②地域通貨「べる」〜地域で⼦ども若者を育む・⽀える取組み〜
③これからの「べる」について考える



①（公財）京都市ユースサービス協会

について
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〇運営形態 指定管理者として、京都市から委託をうけて運営

○全ｾﾝﾀｰ利用者数 年間５０万人（令和元年度実績）

○職員数 約６０名

（各センタースタッフ数：平均６名、２交代で運営）

＊ユースワーカー４～５名、補助スタッフ１～２名

〇施設のはじまり １９６０年代 勤労青少年ホームとしてスタート

⇒「出稼ぎ労働者への余暇支援」が目的

○運営時間 朝１０時から２１時まで （日祝日は１８時まで）

毎週水曜日、年末年始のみ休館

○対象 １３歳から３０歳まで、青少年の育成にかかわる人

⇒中学生（１３歳）から大学生（２２歳）までは無料

（公財）京都市ユースサービス協会とは

１、（公財）京都市ユースサービス協会について
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スポーツ・レク
リエーションを
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会参加を仕掛け

ます

・京都若者サポートステーション
・子ども・若者相談窓口

若者のチカラでま
ちをもっと元気に



青少年の“移行期”を支援します

家族社会 学校社会 勤労社会
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１、（公財）京都市ユースサービス協会について



京都市ユースサービス協会 ４つの柱
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青少年自身が、市民社会の担い手として成長

学校社会／勤労社会
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１、（公財）京都市ユースサービス協会について
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京都市ユースサービス協会のふたつの側面
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• 居場所づくり
• 放課後の余暇支援
• 文化活動、スポーツ等の
活動支援

• ボランティア活動
• まちづくり等の地域参画 等

• ひきこもり支援
• 就労支援/中間就労の仕組み
作り

• 相談活動
• 学習支援、高校中退予防
• ピアサポートの実施 等

１、（公財）京都市ユースサービス協会について



②地域通貨「べる」
〜地域で⼦ども若者を育む・⽀える取組み〜
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地域通貨「べる」

誰かの役に立って まちで使えるお金を手にいれる

１べる＝１えん

たべる

あそべる

まなべる

Ring the bell

2015年 はじまり

２、地域通貨「べる」

べる紙幣
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「べる」の目的

1. 青少年の働く意識の向上を

2. 地域の中で青少年に役割を

3. 青少年と地域がつながり、支えあえる土壌

づくりを

２、地域通貨「べる」

べる活動

・⼈の役に⽴つ喜び

・対価を得る責任

・様々な仕事を知る

・大⼈との出逢い

（新たなライフモデルの形成）

「べる」活動のイメージ図
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２、地域通貨「べる」

「べる」活動の流れ（青少年）

登録する さがす 活動する うけとる つかう

登録 求人 受入れ 販売 精算・報告
パートナー
登録
活動受入れ
利用受入れ

活動受入れ
求人内容や
時間、べるの額を
決めて求人票を出
す

活動受入れ
活動中の指
示やサポー
トをする

利用受入れ
べるを使った
支払いを受け
る

活動受入れ
簡単な報告
利用受入れ
べるの精算

「べる」活動の流れ（店舗）

◆求人票
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べる活の活動の様子① センターの中で

館内の作業の手伝い（掃除や小修繕）や活動に必要な作業の手伝い（発送作業・掲
示物作り・看板作り・メニュー作りなど）

２、地域通貨「べる」
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べる活の活動の様子② センターと地域の関わりの中で

・地域の行事（区民まつり）や地域団体の活動のお手伝い
・お店の手伝い（商品梱包）や福祉施設などでの手伝い（植栽の植え替え、季節行
事の準備 など）

２、地域通貨「べる」
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べる 使えるお店・活動場所

べる 利用可能店舗MAP

16店舗
（2024年4月時点）

２、地域通貨「べる」

⻘少年が「べる」をお店で利⽤する際に、
「どんな活動して来たの？」と必ず声を
かけてもらいます。

⇒そんな会話から、⻘少年が話・相談が
できる、居心地のよい場所を増やして
いくこともすすめていきます。
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活動実績
少しずつ「べる活」は広まってきました。
やませい内のカフェや子ども食堂の利用から、
パートナー店での利用も広がっています。

２、地域通貨「べる」

・べる登録者数：7１名 前年度⽐︓-8名）
・べる求人発行数：509件（前年度⽐︓＋95件）

・べる発行額：120,300べる （前年度︓+50べる）
・べる利用額：105,800べる（前年度︓＋20,300べる）



③これからの「べる」について考える
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地域通貨「べる」 事業予算推移

繰越金 協力金 寄付金 べる利用額 翌年度繰越金

地域通貨「べる」利用額増加に伴い、従来の運用による活動だけでは立ち行か
なくなる可能性が出てきている。寄付金含め、収入の確保は喫緊の課題である。

３、これからの「べる」について考える

課題その１：収入の確保

※「地域通貨」の原資

地元の企業の寄付が活動資金です

センターには 地元の企業の方が

活動を応援するための会員組織があります
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開始時より緩やかに増加傾向にあるものの、基
本的にはセンターのある山科駅周辺での店舗利
用に限られている。いかにして「べる」を普及して
いくことができるか。

課題その２：「べる」の普及促進

３、これからの「べる」について考える

※内、店舗数：16店舗
◆べる協力団体数：32団体（±0団体）

「べる」を実施してくれる店舗（パートナー店舗）を増やすための取り組み

「べる」パートナーへ登録する店舗条件
１．中学生、高校生年代が「行ってみたい」と思える店舗であること
２．地域通貨を通して、山科区で生活する「大人」が、若者と交流できるきっかけとなること
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「べる」の普及を進める上で忘れてはならない、「べる」を運営するサポーターの育成

課題その３：「べる」の担い手育成

３、これからの「べる」について考える

登録する さがす 活動する うけとる つかう

・求人票の

作成

・求人票の

貼り付け

作成
・分からない

活動のサポート

・終了した仕事の

確認

見守り
・終了後の

「べる」配布

べるの
収集 ・ ・「べる」に

関する広報

その他

・日々の活動に
ついての情報
交換

など

・登録店舗の

「べる」回収
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１． 山科区全域で「べる」が使えるように！
「べる」を知ってもらい、「べる」を使うことが日常になること。

ボランティアとして青少年が一緒に広めること。それらを通して、

青少年が地域とつながる機会になってもらいたい。

2．活動者からサポーターへ。「経験の伝承」を！
「べる」活動を経験して、たくさんの経験をした青少年が成長し、次世代の中高生の

「べる」活を支えるサポーターに。そうやって、「べる」の活動が山科に浸透していったら…素敵ですね。

山科基本計画+
区⺠しんぶんに
のりました！

今後の展望

３、これからの「べる」について考える


